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３月１１日　桑田山～堂ヶ奈路ハイキング　雪割り桜の里から出発

●住宅に関する補助金のご案内
●市税のコンビニ納付が始まります！
●福祉タクシーチケットのお知らせ
●第２子以降の保育料を免除します

●平成30年度当初予算の概要をお知らせします
6P
9P
9P
10P

4P

広報すさ
きが

スマホに
届く！

5年目突入！！
須崎未来塾

★ ★ ★ ★ ★
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5年目突入！！
須崎未来塾

　
４
年
間
で
参
加
者
は
１
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
内
52
人
が

修
了
し
、「
須
崎
市
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
、
空
き
家

を
活
用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
制
度
を

使
っ
た
耕
作
放
棄
地
対
策
、
吾
桑

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
き
わ
り
ち
ゃ

ん
」
運
営
、
須
崎
高
校
と
地
域
の

連
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
来
塾
関
係
者
で
組

織
す
る
「
須
崎
未
来
塾
同
創
会
」

で
は
、
市
民
み
ん
な
で
学
び
の

日
を
つ
く
る
「
ま
ち
か
ど
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
や
、
埼
玉
県
や
愛
媛

県
の
人
材
塾
と
の
合
宿
「
四
国

自
主
自
立
人
材
塾
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
未
来
塾
修
了
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で

関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　
須
崎
市
で
は
「
持
続
可
能
な
す
さ

き
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
消
費
で

は
な
く
創
費
（
自
ら
の
取
り
組
み
で

価
値
を
作
り
出
す
こ
と
）
の
で
き
る

人
材
育
成
塾
「
須
崎
未
来
塾
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
須
崎
未
来
塾
で
は
、
森
賀
盾
雄
塾

長
を
中
心
に
各
分
野
で
活
躍
す
る
講

師
陣
の
も
と
、
安
和
・
久
通
・
吾
桑

地
区
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
・
打
ち
刃
物
・
水
産
加
工

の
現
場
訪
問
な
ど
を
通
し
て
、
須
崎

を
学
ん
で
い
ま
す
。

塾
長

森
賀
　
盾
雄

望
月
　
照
彦

丁
野
　
　
朗

上
野
　
祐
子

神
谷
　
利
徳

井
上
　
弘
司

超
一
流
の

講
師
陣
た
ち

　
塾
長
の
森
賀
先
生
を
筆
頭
に
、全
国
で

活
躍
す
る
講
師
陣
の
講
義
を
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。気
さ
く
な
人
た
ち
ば
か
り

な
の
で
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
の
実
現

に
向
け
て
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

★ ★ ★ ★ ★

「まなび・たのしみ・つながる」体験で須崎の未来を創造しませんか

内閣府地域活性化伝道師・愛媛大
学アカデミックアドバイザーほか。
新居浜市職員として36年間勤める
中で、地域づくり・産業おこしなどの
市民活動を展開する

多摩大学名誉教授ほか。全国多数
の地域再生やまちづくり事業の構
想立案・実践に携わり、誰でも参加
できる「社会デザイン」による世直し
などに力を注いでいる

観光未来プランナーほか。地域の産
業資源を活用した産業観光や、1～
6次産業まで幅広く産業創出事業に
携わる

㈱上野流通戦略研究所代表取締役
ほか。「共創」による地域づくりと地
域ブランド戦略をめざす「地域マー
ケティング」のパイオニア

㈱神谷デザイン事務所代表取締役社
長ほか。「1000店をデザインした男」
「繁盛店請負人」として20年以上、業界
の第一線を走り続けてきたカリスマ

CRC合同会社（地域再生診療所）所
長ほか。ワーキングホリデー等多様
なアイデアを取り入れた「都市農村
交流」のカリスマ

四国自主自立人材塾交流合同塾in小豆島

打ち刃物体験
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◆
未
来
塾
で
学
ん
だ
こ
と

　
未
来
塾
に
参
加
し
た
こ
と
で
、

元
々
興
味
の
あ
っ
た
ア
ボ
カ
ド
栽

培
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る

講
師
の
人
の
取
り
組
み
や
、
未
来

塾
を
通
し
て
関
わ
っ
た
人
た
ち
の

話
を
聞
く
中
で
、
安
和
地
区
の
伝

統
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

◆
修
了
後
の
取
り
組
み

　
塾
長
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ア
ボ

カ
ド
サ
ミ
ッ
ト
で
ア
ボ
カ
ド
栽
培

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
栽
培
を
本

格
的
に
始
め
ま
し
た
。
将
来
的
に

は
安
和
地
区
を
ア
ボ
カ
ド
の
産
地

に
し
た
い
で
す
。

　
安
和
地
区
で
は
、
お
遍
路
さ
ん

へ
の
お
も
て
な
し
や
、
安
和
巡
り

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
未
来
塾
で
学
ん
だ
こ
と

　
昔
か
ら
自
分
が
知
ら
な
い
世

界
の
話
を
聞
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、
未
来
塾
で
の
講

義
は
と
て
も
楽
し
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
、
色
々
な
人
が
ま
ち

を
動
か
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
ま
た
、
自
分
も
気
づ
か
な

い
内
に
そ
の
中
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

◆
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　
人
が
つ
な
が
れ
る
場
所
で
、

来
て
く
れ
た
人
を
も
て
な
す
サ

ロ
ン
の
よ
う
な
空
間
を
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
動
画
に
関
す

る
技
術
を
研
い
て
、
須
崎
の
良

い
と
こ
ろ
を
動
画
で
紹
介
し
た

い
で
す
。

☎
４
２・３
９
５
１

元
気
創
造
課　
元
気
創
造
係

ハウスでアボカド栽培中▶

現代地方譚の音楽公演を担当
イベント成功で無事未来塾修了▶

▼
入
塾
資
格

　
須
崎
が
好
き
な
人
・
や
る
気
の

あ
る
人

▼
受
講
費
　
無
料

▼
会
　
場
　
須
崎
市
内
各
所

▼
開
講
予
定

　
５
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
う
ち
７
回
程
度

▼
受
講
内
容

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
吾
桑
・

安
和
な
ど
の
市
内
各
所
）・
地
域

観
光
論
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
・

地
域
ブ
ラ
ン
ド
論
・
地
域
づ
く
り

須崎で何か
始めたいと思っている人には、
未来塾はいいきっかけに

なりますよ！

入塾するだけで、
新しい世界が開けますよ！

5期生募集

修
了
し
た
人
た
ち
の

今
未
来
塾
を
修
了
し
た
塾
生
を
紹
介
し
ま
す
。

安
和
地
区　

古
谷
　
幸
生 

さ
ん

２・３
期
生（
２
期
修
了
後
も
３
期
生
と
し
て
継
続
し
て
参
加
）

須
崎
地
区　

小
松
　
八
月 

さ
ん

４
期
生

主
体
形
成
論
な
ど

▼
申
し
込
み

　
申
込
書
を
元
気
創
造
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
須
崎
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
塾
生
募
集
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す
。

　
修
了
後
は
、「
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
と
し
て
地
域
を
元
気
に
す
る

人
材
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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平
成
30
年
度
当
初
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
元
気
創
造
の
ま
ち
へ
〜

一般会計
歳入歳出総額

5,000万円
億151

一 般 会 計  (Ⅰ)

■平成30年度須崎市一般会計当初予算の概要■

■各会計予算■

　
平
成
30
年
度
の
須
崎
市
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
１
５
１
億
５
千
万
円
で
、
昨
年
度
か

ら
19
億
５
千
万
円
、
14
・
８
％
の
増
額
に
な

り
ま
す
。
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
旧
須
崎

保
育
園
跡
地
に
建
設
予
定
の
津
波
避
難
施
設

と
公
民
館
機
能
な
ど
を
併
せ
持
っ
た
複
合
施

設
の
整
備
費
を
６
億
１
０
９
３
万
円
計
上
し

た
こ
と
や
、
統
合
新
保
育
園
整
備
に
５
億
４

５
０
０
万
円
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
普

通
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
が
前
年
度
当
初
予
算
額

を
下
回
る
見
通
し
で
す
。
地
方
交
付
税
に
お

い
て
も
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
る
交
付
額
の

減
が
見
込
ま
れ
、
一
般
財
源
全
体
と
し
て
は

減
額
と
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の

効
果
も
あ
り
、
借
入
金
の
支
払
い
で
あ
る
公

債
費
の
償
還
が
平
成
８
年
度
以
来
22
年
ぶ
り

に
20
億
円
を
下
回
る
な
ど
、
明
る
い
材
料
も

あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
財
源
不
足
を
解

消
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
平
成
30
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、「
須
崎
市
総
合
計
画
」

や
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
な
ど
の
基

本
政
策
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
な
ど
、
３
つ
の
横
断
的
な
計
画
に

つ
い
て
具
体
的
な
成
果
を
追
求
し
、「
未
来

へ
つ
な
ぐ
元
気
創
造
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
避
難
施
設
の
建
設
に
よ
る
地
震
防
災
対

策
や
、
統
合
保
育
園
の
建
設
な
ど
の
子
育
て

支
援
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

14.8％
△53.3％
103.1％
△50.5％
△23.3％
△1.4％
△54.6％
33.2％
△10.1％
△3.6％
△11.5％
4.9％
△1.7％
5.4％

増減率
19億5000万円
△2956万円
1609万円
△766万円

△9億1674万円
△521万円
△3048万円
1億7105万円
△117万円

△1億354万円
△9億722万円
10億4278万円
△2104万円

10億6382万円

増減額
151億5000万円

2585万円
3169万円
750万円

30億2002万円
3億7649万円
2539万円

6億8636万円
1043万円

27億9305万円
69億7678万円
221億2678万円
12億3331万円
208億9347万円

特
別
会
計

巡航船事業
バス事業
スクールバス事業
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
住宅新築資金等貸付事業
下　水　道　事　業
漁業集落排水事業
介護保険事業
計　（Ⅱ）
単純計（Ⅰ）＋（Ⅱ）＝（Ⅲ） 
会計間重複額（Ⅳ） 
純計（Ⅲ）－（Ⅳ）

平成30年度
132億円
5541万円
1560万円
1516万円

39億3676万円
3億8170万円
5587万円

5億1531万円
1160万円

28億9659万円
78億8400万円
210億8400万円
12億5435万円
198億2965万円

平成29年度会　計　名

歳出 ： 151億5000万円歳入 ： 151億5000万円

人件費：19億115万円

扶助費：28億8990万円

12.5%

19.1%

公債費：19億8048万円
13.1%

その他の経費：58億4974万円

補助事業費：18億1222万円
12.0%

単独事業費：6億3755万円

災害復旧事業：7896万円 0.5%
4.2%

38.6%

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（億円）

義

務

的

経

費

依

存

財

源

自
主
財
源

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

市債：18億2010万円
12.0%

譲与税・交付金：6億1950万円 4.2%

地方交付税：38億5500万円
25.5%

国庫支出金：24億3595万円
16.1%

県支出金：13億2244万円
8.7%

その他：23億8571万円
15.6%

市税：27億1130万円
17.9%
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■款別歳出予算（歳出の目的別分類）■

■主な事業の予算■

総
務
課　
財
政
係

☎
4
2・３
７
９
１

議員の歳費や
市議会の運営
などに

議会費

1億2908万円

雇用対策事業
としてさまざ
まな事務事業
に

労働費

消防費

956万円

消防署の経費
や消防団の活
動に

4億3165万円

教育費

学校運営や
生涯学習・
スポーツの
推進に

9億9482万円

公債費

これまでの市
の事業に借り
たお金の返済
に

19億8049万円

その他

災害復旧、
市営バス・
巡航船など
に

9883万円

総務・財政管
理や防災・企
画調整・地域
振興などに

総務費

34億1660万円

農林水産業の
活性化・イン
フラ整備に

農林水産業費

5億7899万円
商業振興や
観光に

商工費

6296万円
道路、下水、
港湾の整備
などに

土木費

12億1510万円

高齢者、障害
者、児童など
の福祉に

民生費

52億9417万円
ごみ、し尿
処理や健康
推進に

衛生費

9億3775万円

●
津
波
避
難
施
設
建
設
事
業

　
津
波
な
ど
の
地
震
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
旧
須

崎
保
育
園
跡
地
に
津
波
避
難
施
設
を

建
設
し
ま
す
。

●
国
直
轄
港
湾
改
修
事
業
負
担
金

　
津
波
防
波
堤
整
備
負
担
金
で
す
。

●
野
見
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
対
策
や
台

風
な
ど
の
高
潮
対
策
と
し
て
、
防
潮

堤
や
水
門
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
す
さ
き
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
運
営
事
業

　
観
光
・
芸
術
・
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
施
設
と
な
る
「
す
さ
き
街
角
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
指
定
管
理
委
託
し
、
須

崎
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

事
業

　
文
化
会
館
の
空
調
設
備
等
を
更
新

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
り
ま
す
。

●
中
学
校
部
活
応
援
事
業

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
市
内

中
学
校
の
部
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、

必
要
な
備
品
を
購
入
し
ま
す
。

●
新
保
育
園
建
設
事
業

　
多
ノ
郷
小
学
校
の
北
側
に
、
日
の
出

保
育
園
、吾
桑
保
育
園
、
み
な
み
保
育
園

を
統
合
し
た
新
保
育
園
を
建
設
し
ま
す
。

●
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
事
業

　
し
ん
じ
ょ
う
君
の
活
動
経
費
や
第
５

回
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

●
第
２
子
以
降
保
育
料
・
授
業
料

　
無
料
化
の
実
施

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
第
２
子
以
降

の
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
を
全
額
減

免
し
、
無
料
に
し
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
公
共
施
設
整
備
事
業

　
地
域
の
交
流
施
設
、
図
書
室
、
公
民

館
な
ど
を
併
せ
た
複
合
施
設
を
旧
須
崎

保
育
園
跡
地
に
建
設
し
ま
す
。

●
雇
用
促
進
住
宅
購
入
事
業

　
雇
用
促
進
住
宅
多
ノ
郷
官
舎
の
土
地
、

建
物
を
購
入
し
、
市
営
住
宅
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

●
須
崎
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
事
業

　
老
朽
化
し
た
須
崎
小
学
校
プ
ー
ル
の

大
規
模
改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
水
産
業
強
化
支
援
事
業

　
地
震
・
津
波
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
の

た
め
、
池
ノ
浦
漁
港
に
船
舶
給
油
地
下
タ
ン

ク
を
整
備
し
ま
す
。

●
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
ハ
ウ
ス
の
高
収
益
化
に
向
け
て
、
ミ
ョ
ウ

ガ
養
液
栽
培
用
循
環
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。

●
海
外
展
開
事
業

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
を
目
指
し
、
海
外
で
の

各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
須
崎

の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
販
路
拡
大
を
行
い
ま
す
。

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
合
宿
誘
致
関
連
事
業

　
坂
内
カ
ヌ
ー
場
に
、カ
ヌ
ー
艇
庫・ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
棟
を
整
備
し
、
海
外
カ
ヌ
ー
チ
ー

ム
と
国
内
の
高
校
・
大
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

合
宿
を
受
け
入
れ
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
す
さ
き
が
す
き
さ
奨
学
金
返
還
金

　
支
援
事
業

　
人
口
減
少
抑
制
を
図
る
た
め
、
須
崎
市
出

身
者
で
、
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
の
ち
須
崎

市
へ
移
住
し
た
人
に
対
し
て
、
奨
学
金
返
済

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

須
崎
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
事
業

１
億
６
５
０
０
万
円

５
億
４
５
０
０
万
円

１
億
８
３
１
５
万
円

４
億
４
５
９
３
万
円

１
億
１
２
１
４
万
円

７
０
３
１
万
円

８
４
７
６
万
円

５
９
５
７
万
円

１
４
３
４
万
円

３
２
１
７
万
円

２
６
３
０
万
円

２
７
６
万
円

４
８
９
９
万
円

６
５
３
１
万
円

１
０
０
０
万
円

５
３
０
６
万
円

１
０
８
７
万
円

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

基
づ
く
事
業

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
く
事
業
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住
宅
に
関
す
る

補
助
金
の
ご
案
内

　
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、
自
ら
が

居
住
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
付
き
新

築
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
（
店
舗
併

用
住
宅
の
場
合
は
居
住
部
分
が
２
分

の
１
以
上
）

②
自
ら
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結

し
て
い
る
こ
と

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
既
存
の
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
、
補

助
金
の
交
付
決
定
の
日
か
ら
３
カ
月

以
内
に
設
置
完
了
を
見
込
め
る
こ

と
。
新
築
の
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
、

６
カ
月
以
内
、
ま
た
は
、
平
成
31
年

２
月
末
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
日

ま
で
に
シ
ス
テ
ム
設
置
完
了
を
見
込

め
る
こ
と

○
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
係
る
工
事
契
約

を
市
内
に
本
店
を
有
す
る
者
と
締
結

し
た
場
合
１
kW
あ
た
り
２
万
円
（
上

限
額
８
万
円
）

○
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
係
る
工
事
契
約

を
市
内
に
本
店
を
有
し
な
い
者
と
締

結
し
た
場
合
１
kW
あ
た
り
１
万
５
千

円
（
上
限
額
６
万
円
）

※

い
ず
れ
も
最
大
出
力
が
10 

kW
未
満
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
も
の

　
４
月
11
日
（
水
）
〜

※

先
着
順
で
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
終
了

環境保全課　環境保全係 ☎42・5891

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
浄

化
槽
の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

○
下
水
道
の
整
備
が
当
分
見
込
ま
れ
な

い
区
域
（
山
手
町
・
大
間
西
町
・
大

間
本
町
を
除
く
地
域
）

○
漁
業
集
落
排
水
施
設
設
置
区
域
以
外

の
区
域

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
平
成
31
年
３
月
20
日
ま
で
に
実
績
報

告
書
を
提
出
す
る
こ
と

②
市
税
・
県
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※

別
荘
等
へ
の
設
置
は
補
助
対
象
外

○
５
人
槽

　
33
万
２
千
円
以
内

○
６
〜
７
人
槽

　
41
万
４
千
円
以
内

○
８
〜
10
人
槽

　
54
万
８
千
円
以
内

※

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
応
募
件
数
に
よ
り

補
助
金
を
減
額
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
４
月
20
日
（
金
）
〜
27
日
（
金
）

○申請書は環境保全課で配布します。
須崎市ホームページからダウンロー
ドすることもできます
○必要書類を添付のうえ、環境保全課
までご持参ください（郵送や電子
メールでの提出は不可）
　
受付時間
・午前8時30分～12時
・午後1時～5時15分
　
※いずれも事前着工は認められません

申 請

補
助
条
件

補
助
条
件

補
助
金
額

対
象
地
域

受
付
期
間

補
助
金
額

受
付
期
間
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
「
い
つ
ま
で

も
健
や
か
に
暮
ら
す
」
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な

り
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
体
に
関
心

を
持
ち
、そ
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
、

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
の

第
一
歩
で
す
。

　「
忙
し
く
て
定
期
的
に
健
診
に
行

け
な
い
」
と
い
う
人
で
も
、
毎
日
体

重
を
測
る
こ
と
は
可
能
で
す
。特
に
、

年
を
重
ね
、
や
せ
に
く
く
な
っ
て
く

る
30
歳
代
以
上
の
人
は
、
体
重
を
測

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
毎

日
体
重
を
測
る
こ
と
で
、
体
の
変
化

に
気
づ
き
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
き
っ
か

　
須
崎
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が

実
施
す
る
資
機
材
整
備
や
避
難
道
整

備
、
防
災
学
習
に
対
し
、
補
助
金
に

よ
る
活
動
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
住
宅
耐
震
診
断

●
耐
震
改
修

　
須
崎
市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に

対
し
、
耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
の
結
果
、
改

修
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 平

成
30
年
度
の

取
り
組
み

- №60 -

大
切
な
人
を

守
る
た
め
に

●
家
具
転
倒
防
止
金
具
取
付

　
家
具
を
固
定
す
る
金
具
な
ど
の
取

り
付
け
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
、

取
付
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
金
具
な
ど
の
費
用
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
の
揺
れ
対
策

を
考
え
て
い
る
人
は
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
防
災
・
減
災
に
関
す
る
優
れ
た
工

夫
、
ア
イ
デ
ア
、
取
り
組
み
を
表
彰

す
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
が
今
年

も
行
わ
れ
、　
多
数
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
須
崎
市
の
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　●
取
り
組
み
内
容

　
工
業
高
校
の
特
色
を
生
か
し
た
防

災
に
関
す
る
も
の
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み 第

22
回

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

受
賞
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

日
本
防
火
・
防
災

協
会
長
賞
　
受
賞

須
崎
工
業
高
校

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援

住
宅
の
揺
れ
対
策

　骨粗しょう症は骨量が減少し骨折しやすくな
ります。食事はカルシウム（乳製品など）やビタ
ミンＤを多く摂取し日光浴をすることでも体内
で合成されます。散歩で運動量を増やすと骨塩
量の減少を予防することができます。一度は医
療機関で骨の状態を測定してみましょう。

＊ 骨の健康について ＊

☎
4
2・1
2
3
6

地
震・防
災
課　
地
震・防
災
係

☎
４
２・１
２
８
０

健
康
推
進
課

け
に
な
り
ま
す
。

　
体
重
の
増
減
グ
ラ
フ
を
作
る
と
、

毎
日
楽
し
く
体
重
測
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
健
康
づ
く
り
、
私
が
す
る
こ
と
、

で
き
る
こ
と
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
で
き
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、
今

日
か
ら
、今
か
ら
、取
り
組
み
ま
し
ょ

う
！ ●

血
圧
が
気
に
な
る
人
は
、

定
期
的
に
血
圧
を
計
測
し

ま
し
ょ
う

●
普
段
の
食
事
で
は
、塩
分・

脂
質
・
糖
分
を
取
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
で
き
る
だ
け
機
会
を
み
つ

け
て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

日
本
一
の

健
康
長
寿
の
ま
ち
を
目
指
し
て

健
康
づ
く
り
に

取
り
組
も
う

このコーナーでは、健康増進に
関する内容をお知らせします。

健
康
に
関
心
を
も
と
う

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

健
康
管
理
の
基
本

す
さ
き

け
ん
こ
う

ア
ド
バ
イ
ス



５
月
以
降
に
コ
ン
ビ
ニ
納
付

で
き
る
税
金
の
種
類

9

　
平
成
30
年
５
月
か
ら
、
全
国
の
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ
ン
ビ

ニ
」）
で
須
崎
市
税
の
納
付
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
24
時
間
い
つ
で
も
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
料
金
収
納
に
対
応
し
て
い
な

い
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
分
）

●
固
定
資
産
税

●
軽
自
動
車
税

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
納
付
書
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
留

め
せ
ず
に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
二
重
払

い
を
防
止
す
る
た
め
に
期
別
の
納
付
書
の

市
税
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

始
ま
り
ま
す
！

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

お
知
ら
せ

み
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　
次
の
納
付
書
で
は
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
載
の
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書

・
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え

る
納
付
書

・
金
額
を
訂
正
し
た
納
付
書

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

字
さ
れ
て
い
な
い
納
付
書

　
須
崎
市
で
は
、
重
度
心
身
障
害
の

あ
る
人
に
、
外
出
支
援
と
社
会
活
動

の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

❶
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
ア
〜
ウ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
人

ア
　
視
覚
障
害
１
級

イ
　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害

３
級
以
上
、
ま
た
は
障
害
等

級
２
級
以
上
か
つ
下
肢
ま
た

は
体
幹
機
能
障
害
４
級
以
上

ウ
　
腎
臓
機
能
障
害
１
級
か
つ
現

に
人
工
透
析
を
行
っ
て
い
る

人

❷
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・Ａ
２
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

❸
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

※

障
害
の
対
象
要
件
を
満
た
し
て
い

て
も
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す　
現
在
、
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
人
に
は
、
毎
年
４
月
に
新
年
度
分

の
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い
人

で
、
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
福

祉
事
務
所
・
障
害
福
祉
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
4
2・１
２
９
１

税
務
課　
収
納
係

☎
4
2・３
６
９
１

福
祉
事
務
所　
障
害
福
祉
係

対
象
者

納
付
書
が
１
枚
ず
つ
に
な
り
ま
す

注
意
事
項

申
請
に
つ
い
て

2018 年に下記の校区で
新たな教室を開設いただける
方を募集しています。

4月17日（火）

4月23日（月）
10:00～12:00

4月26日（木） 10:30～12:30

公文教育研究会　高知事務局
（高知市本町4-2-40　ニッセイ高知ビル４F）
※ビルに駐車場はございませんので、お車で
　お越しの際は、お近くの有料駐車場にお停め
　ください

こうち男女共同参画センター「ソーレ」
（高知市旭町3-115）
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須
崎
市
で
は
、
18
歳
未
満
の
児
童
を

２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
保
育

料
を
、
申
請
に
よ
り
免
除
し
ま
す
。

　
免
除
す
る
保
育
料
は
、
公
立
・
私
立

保
育
園
、幼
稚
園
、地
域
型
保
育
施
設
、

認
可
外
保
育
施
設
（
託
児
所
な
ど
）
の

保
育
料
で
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童
の
う
ち
、
戸
籍
上
の
第
２
子

以
降
の
児
童

・
須
崎
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
世
帯

・
市
税
と
保
育
料
を
完
納
し
て
い
る
世

帯●
公
立
・
私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
・

地
域
型
保
育
施
設
の
場
合

　
保
育
料
の
決
定
通
知
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
20
日
以
内
に
、「
利
用
者
負
担

額
決
定
通
知
書
」、「
保
護
者
の
市
税
完

納
証
明
書
」、「
印
鑑
」
を
持
っ
て
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
認
可
外
保
育
施
設
の
場
合

　
入
所
し
た
日
か
ら
20
日
以
内
に
、「
保

育
料
の
確
認
が
で
き
る
書
類
（
入
園
案

内
な
ど
）」、「
保
護
者
の
市
税
完
納
証

明
書
」、「
印
鑑
」
を
持
っ
て
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　　
世
帯
の
年
収
に
応
じ
て
自
動
的
に
免

除
に
な
る
た
め
、
申
請
の
必
要
が
な
い

世
帯
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
利
用
者

負
担
額
決
定
通
知
書
に
同
封
の
多
子
世

帯
保
育
料
免
除
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
病
後
児
保
育
と
は
、
子
育
て
と
就
労
の

両
立
支
援
の
一
環
と
し
て
、
保
育
園
な
ど

に
通
っ
て
い
る
乳
幼
児
が
「
病
気
の
回
復

期
」
な
ど
で
、
集
団
保
育
が
困
難
な
と
き

に
、一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

▼
対
象
児
童

　
市
内
の
保
育
園
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

児
童
ま
た
は
、
市
内
に
居
住
す
る
小
学
３

年
生
ま
で
の
児
童

▼
お
預
か
り
で
き
る
症
状
の
範
囲

・
か
ぜ
、
消
化
不
良
（
多
症
候
性
下
痢
）

な
ど
、
乳
幼
児
が
日
常
罹
患
す
る
症
状

・
麻
疹
（
は
し
か
）、
水
痘
、
風
疹
な
ど

の
感
染
性
疾
患

・
喘
息
な
ど
の
慢
性
疾
患

・
熱
傷
な
ど
の
外
傷
性
疾
患

・
こ
れ
ら
の
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集

団
保
育
が
困
難
で
保
育
園
な
ど
に
連
れ

て
行
け
な
い
と
き

▼
実
施
施
設

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス

（
須
崎
く
ろ
し
お
病
院
内
）
緑
町
４-

13

☎
４
２
・
７
２
７
３

▼
利
用
時
間

・
月
〜
金
曜
日

　午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

・
土
曜
日

　午
前
８
時
〜
12
時

※

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

▼
利
用
料

・
一
日
　
２
０
０
０
円

・
半
日
　
１
０
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
、
個
人
市
・
県
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す

※

昼
食
代
３
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す

▼
利
用
方
法

　
利
用
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
、
直

接
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
に
予
約
し
て
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
を
し
な
が
ら

働
い
て
い
る

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
へ

病
後
児
保
育
の

ご
案
内

☎
4
2・１
２
２
９

子
ど
も・子
育
て
支
援
課

☎
4
2・１
２
２
９

子
ど
も・子
育
て
支
援
課

申
請
に
は
主
治
医（
か
か
り

つ
け
医
）の
所
見（
承
認
）が

必
要
で
す
。

子
育
て

世
帯
の

皆
さ
ん
へ

第
２
子
以
降
の

保
育
料
を
免
除
し
ま
す

対
象
児
童

対
象
世
帯

申
請
方
法

○咳が長引くとき。またそれに加えて微熱が続くとき
○胸が痛いとき　　○少しの運動で息が切れる

そんなときは、呼吸器官の病気のおそれがあります。
高陵病院の呼吸器内科で、早めに受診・相談ください。

ご存じです
か？ 呼吸器内科

内科・呼吸器内科・整形外科・外科・形成外科
消化器外科・消化器内科・循環器内科・腎臓内科
心臓血管外科・皮膚科・泌尿器科・放射線科
リハビリテーション科・心療内科

医療法人　須崎会

〒785-0014  須崎市横町 1-28　TEL.0889-42-2485

高陵病院
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出品に関する詳細を記載した開催要項や釈文用紙（書道のみ）は、生涯学習課・
文化会館・各公民館で配布しています。

①須崎市在住者　②須崎市出身者　③須崎市内に勤務する者
④須崎市内に通学する高校生以上の学生　⑤須崎市内の高校を卒業した者　
⑥須崎市内の美術関係の塾およびクラブに所属している者
⑦須崎市内で制作・撮影された作品

●搬入：5月20日（日）　午前9時 ～ 12時
●搬出：5月28日（月）　午後3時 ～ 6 時

出品に関して

●出品資格

※出品に必要な出品目録

　
須
崎
生
涯
大
学
で
は
、
生
き
が
い
の

場
を
確
保
し
、
各
人
の
能
力
の
再
開
発

と
教
養
を
高
め
る
た
め
、
平
成
30
年
度

も
毎
月
１
回
１
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
67
人
の
受
講
生
が

認
知
症
予
防
や
動
植
物
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
、
落
語
会
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
の
研
修
旅
行
で
は
、
昨

年
開
館
し
た
ば
か
り
の
高
知
城
歴
史
博

物
館
や
、
牧
野
植
物
園
を
訪
れ
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
入
学
希
望
者
は
、
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
成

30
年
度
も
多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

☎42・8591生涯学習課　生涯学習係

☎
４
２・８
５
９
１

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

3月号2ページ
タイトルの中にかくれていたよ☆

※

入
学
式
終
了
後
、
簡
単
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
１
時
間
程
度
行
い

ま
す

平
成
30
年
度

須
崎
生
涯
大
学
受
講
生
募
集

写　真

書　道

工　芸

生け花

日本画

規　　格部　門

洋　画

※作品は規格内のものしか受け付けません。また、過去において公募展に出品した
　作品は出品できません

昨年の市長賞（工芸の部）
葛目　紗貴子　「藍染衝立「たそがれ」」

6号以上額縁つりひもつき

中作まで

▼
入
学
資
格

60
歳
以
上
で
、学
習
意
欲
が
あ

り
団
体
行
動
が
で
き
る
人

　
▼
授
業
料

年
会
費　
２
０
０
０
円

　
▼
修
業
年
限

１
年

　
▼
会
場

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
▼
授
業
日

毎
月
１
回（
１
講
座
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

　
▼
講
座

・教
養
講
座

一
般
社
会
常
識
・
法
律
・
郷
土

史
・
文
学
・
保
健
体
育
・
音
楽
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

・学
外
研
修

研
修
旅
行

　
▼
入
学
式
日
時

４
月
27
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

あ
な
た
の
力
作
を
大
募
集
し
ま
す
！

第64回

須
崎
市
展

●
開
催
期
間
：
５
月
23
日（
水
）〜
28
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
場　
　

所
：
市
民
文
化
会
館

6号以上額縁つりひもつき（ガラスは使用しないこと、ただし水彩画はこの限
りでない）※グラフィック作品…パネル・額装を含めて縦51.5cm×横72.8cm
以上、縦75.8cm×横106cm以内。厚さは、パネル・額装を含めて18cm以内。
重さは8kg以内。額装は、厚さ５mm以上でガラスを使用しないこと

A4以上。パネル張り。額も可。ガラスは使用しないこと。額に限り、つりひもを
つけること。組み写真の枚数は6枚まで。縦・横は自由。1組の写真は1枚の台
紙に貼り提出すること

額装を含め縦100cm×横191cm、または、縦横ともに141cm以内。縦作品に
限り、縦243cm×横61cm以内。下限は自由。軸装可。自筆の釈文を添付する
こと。ガラスは使用しないこと。机上作品可

陶芸・組みひも・染色・アートフラワー・ちぎり絵・木彫りなど（パッチワークに
ついては、展示用パネル「180cm×90cm」以内の大きさとすること）

　
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
と
と
も
に
、
第
64
回
須
崎
市
展
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
出
品
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。



号

広

報

す
さ

き

4

月

14

SUSAKI   
NEWS

毎月開催の市長定例会見の模様を、須崎市ホームページとよさこいケーブルネットでご覧いただけます。
よさこいケーブルネットでの放送は、毎月第1火曜日の次の日曜日の午前11時・午後2時からです（変更の場合あり）。

近日開催のイベントを紹介します。

広
報
マ
ン
リ
ポ
ー
ト

すさきニュース2/25
す
さ
き
お
手
玉
遊
び
大
会

　

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
す
さ
き
お
手
玉
遊

び
大
会
が
、
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
わ
う
そ
お
手
玉
の
会
が
、
昔
遊
び
を
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
孫
へ
と
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

総
勢
約
１
５
０
人
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
参
加
し
、
お
手
玉
遊
び
を
満
喫
し
ま
し

た
。

大人も子どもも楽しめるイベントでした

◀片手個人の部（一般）決勝
　両者譲らず頭に3個お手玉をのせての
　勝負になりました

▲ 頭のお手玉を落とさないように慎重に

白熱した団体戦

「君の笑顔に会いたくて」
かけがえのない命と向かい合った保護司の物語

①午前10時～11時40分　②午後2時～3時40分

映
画

場所：市民文化会館
●料金：前売り一般：1,100円　当日一般：1,500円／大学生：1,300円／
　　  　中高生：800円／小学生以下：無料

上映日：5月13日（日）

市民文化会館 イベントガイド　☎43･2911

チケット問い合わせ先：市民文化会館

「いいのか？オレなんかが生きてていいのか？」
この映画は、虐待やいじめ、貧困問題などに直面する現代社会に
おいて、心ならずも罪を犯してしまった子どもたちと正面から向き
合い、立ち直りを支援することで、かけがえのない命と向かい合っ
た一人の女性保護司の愛と感動の物語です。
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1
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
の
人
を
招
い
て
「
あ
り
が
と

う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
る
あ
り
が
と
う
集
会
が
、

新
荘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
合
奏
や
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
で
、
地
域
の
人

た
ち
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

市長へのご意見などは　電話42･1256 ファクス42･7320 メールsicho1@city.susaki.lg.jp
または、市役所市民相談室および総合保健福祉センター1階に設置している投書箱まで

イベントカレンダー

3/7
新
荘
小
学
校
で

あ
り
が
と
う
集
会

3/11

桑
田
山
〜
堂
ヶ
奈
路

古
道
ハ
イ
キ
ン
グ

　
桑
田
山
か
ら
堂
ヶ
奈
路
ま
で
の
古
道
を
、
歴

史
を
学
び
な
が
ら
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
22
人
が
参
加
し
、
古
道
や
昔
の
お
宮

が
あ
っ
た
場
所
な
ど
、
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら

歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

児童から地域の人へ「ありがとう」を
伝えました

児童と一緒に入場

◀桑田山から見える雄大な景色

▲ 休憩ポイントで道周辺の
　 歴史の話を聞きました

電　話

時　間 時　間

時　間

料　金

4/15
　県内の作家によるクラフト
マーケットです。ワークショッ
プやじゃんけん大会を開催し
ます。

4月15日（日）

10:00～15:00

すさきまちかどギャラリー

音色（アトリエと雑貨のお店）

080・9837・0016

（公社）日本カヌー連盟　成田会長面会

まちかど商店in
すさきまちかどギャラリー

4/29 4/30・

場　所場　所

日にち

　自然の素材を生かし、作品
作りを楽しむ山脇さんと塾生
による展示会です。米袋で作
るバッグのワークショップも
開催します。

山脇厚子と仲間たち
自然塾展示会

電　話

問い合わせ問い合わせ

4月29日（日）・30日（月・祝）

10:00～17:00

すさきまちかどギャラリー

自然塾　羽澄

090・6568・3484

11:00～,  14:00～

600円

日にち

楠瀬市長活動報告

2
月

3
月

24日
25日
26日
27日
28日

高知県国保地域医療学会（高知市）/国際スプリングスクール2018
2020年東京大会に向けた「ホストタウンサミット」（東京都）
四国における港湾を活用した農林水産物輸出促進検討会（高知市）
奥四万十観光協議会設立総会･理事会/高幡広域市町村圏事務組合議会2月定例会
高知県国民健康保険団体連合会通常総会（高知市）

1日
2日
4日
6日
7日
9日

10日
11日
12日

13・14日
15日
16日
18日
19日
20日
22日
23日

須崎工業高校卒業式/須崎高校卒業式/空飛ぶカンパチ出発式
浦ノ内地区地域自主組織との意見交換会
須崎未来塾フォーラム/集落活動センターあわ設立総会
須崎市防災会議・定例会見･平成30年度当初予算案記者発表
市議会3月定例会開会
住友大阪セメント㈱･須崎市･高知県 協働の森づくりパートナーズ協定締結式（県庁）/
高知県救急医療情報センター理事会（高知市）
一陽病院開設50周年記念式典･講演会
明徳義塾高校選抜高校野球大会出場壮行式
高知県医療審議会（高知市）
市議会3月定例会一般質問
(公社)日本カヌー連盟訪問/国土交通省他（東京都）
須崎港調整事故処理委員会
高知県カヌー協会総会（高知市）
高知県保険者協議会（高知市）/須崎市災害医療実務担当者ネットワーク会議
ITC教育首長地域サミットin四国（西条市）
須崎市夢いっぱいのまちづくりプレゼンテーション
市議会3月定例会閉会

ワークショップ

※各日各時間先着5人
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●いのち（瀬戸内寂聴） ●波濤の城（五十嵐
貴久） ●信長を生んだ男（霧島兵庫） ●ラン
チ酒（原田ひ香） ●逃亡刑事（中山七里）
●散り行く花（伽古屋圭市） ●ミ・ト・ン（小川
糸） ●火定（澤田瞳子） ●天翔ける（葉室
麟） ●メガネと放蕩娘（山内マリコ） ●さ
よならは明日の約束（西澤保彦） ●星の子
（今村夏子） ●愛子の小さな冒険（佐藤愛
子） ●たゆたえども沈まず（原田マハ） ●会
津執権の栄誉（佐藤巖太郎） ●おらおらで
ひとりいぐも（若竹千佐子） ●銀河鉄道の父
（門井慶喜） ●自分を休ませる練習（矢作直
樹） ●生きていくあなたへ（日野原重明）
●定年バカ（勢古浩爾）

●えがないえほん（Ｂ・Ｊ・ノヴァク） ●あれ
あれだあれ？（中川ひろたか） ●バスていよ
いしょ（重松彌佐） ●こねてのばして（ヨシタ
ケシンスケ） ●やまんばのにしき（松谷みよ
こ） ●へそとりごろべえ（赤羽末吉） ●サラと
ピンキーヒマラヤへ行く（富安陽子） ●うら
ない師ルーナと三人の魔女（あんびるやす
こ） ●魚市場で働く（鑓田浩章）

　
本
書
は
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
秘
書
、

瀬
尾
ま
な
ほ
さ
ん
が
書
か
れ
た
本
で
す
。

２
人
の
年
齢
差
は
な
ん
と
66
歳
。
し
か

し
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
程
、
仲
の
良

い
お
２
人
で
す
。
職
場
の
上
司
と
部
下
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
族
に
近
い
関
係

で
す
。

　
さ
さ
い
な
こ
と
で
笑
い
合
っ
て
、
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
そ
ん
な
２
人
の
日
々
が

つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
が
出
版
さ

れ
た
の
も
、
２
人
の
間
の
手
紙
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
と
が
き
に

は
、
お
互
い
に
向
け
て
書
い
た
手
紙
も
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
絆
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

本
で
す
。
ぜ
ひ
、
大
切
な
人
と
一
緒
に
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
一
冊

『
お
ち
ゃ
め
に
1
0
0
歳
！

                     

寂
聴
さ
ん
』

【
瀬
尾　

ま
な
ほ
著
】

＝
新
刊
図
書
案
内
＝

そ の ほ か の 新 刊

児
童

☎42・2141　図書館
【休館日】 月曜日・祝日 （月曜日が祝日の場合は、翌日休館）

仕事、住まい、病気、借金など、生活での困りごと。
まずはご相談ください。相談支援員が一緒に考えます。

須崎市生活支援・
総合相談センター
総合保健福祉センター3階　社会福祉協議会内

☎40・0358

『　　　』

※相談無料
秘密厳守

4 月の納税・保険料

5月1日(火)までに納付してください。
便利な口座振替もご利用ください。

介護保険料1期

●
お
子
さ
ん
の
成
長
を
写
真
と

一
緒
に
保
存
が
で
き
る
　

●
予
防
接
種
や
健
診
の
記
録
が

入
力
で
き
る
　

●
須
崎
市
か
ら
子
育
て
関
連
の

情
報
が
届
い
て
便
利

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
を

利
用
す
る
と

母
子
健
康
手
帳

ア
プ
リ
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

アプリの
ダウンロードは
こちら

図
書
館

だ
よ
り

広報紙に対するご意見・ご感想をお寄せください。今後の広報紙づくりの参考にさせていただきます。
企画政策課　企画政策係　電話42･5691 ファクス42･7320 メールkoho@city.susaki.lg.jp



カワウソ

「ちぃたん☆
」ちゃんが

須崎市の観光
大使に

なってくれた
よー☆

これから一緒
に高知と

須崎をＰＲす
るよー！

17
夜間・休日・祝日の水道工事は当番店へ　○4月 ㈲岡村設機 ☎43・0775　○5月 ㈲八幡工業 ☎46・0965

人口
男
女
世帯数

22,365
10,871
11,494
11,042

人
人
人
世帯

2月に誕生した赤ちゃん（出生数）8人

人口・世帯数 （ 2月末日現在 ）

（前月比　-38）
（前月比　-22）
（前月比　-16）
（前月比　-23）

市内美化活動に
ご協力を
お願いします

午前7時から1時間程度清掃を行います。 雨天中止・小雨決行

4月14日（土） 川端シンボルロード
4月22日（日） 富士ヶ浜

☎42・1420人権交流センター

人 権 無 料 相 談 所 開 設 の ご 案 内

◆相談所開設日 ： 4月13日（金）
◆時間 ： 午前10時～12時・午後1時～3時
◆場所 ： 人権交流センター（栄町8-32）

　人権に関する問題や悩みは、人権相談所にお気軽にご相談く
ださい。法務大臣から委嘱を受けた民間ボランティアの人権擁護
委員が相談に当たります。相談は無料で、秘密は厳守されます。

　国や県、市役所の窓口などのサービスについて疑問に
思っていることや、苦情などがある場合、また直接申し
出にくい場合などにぜひお気軽にご相談ください。

一日行政相談の開催

日　　時　4月 18 日 ( 水 )　午前 10 時～ 12 時

場　　所　市民文化会館

相談委員　松浦静子さん　川北久美子さん

（毎月第 3水曜日に開催していますので、ご利用ください）

☎42・3951元気創造課　元気創造係

しんじょう君の出張依頼、キャラクター使用などの
問い合わせは元気創造係まで。

しんじょう君HP  http://shinjokun.com/

　インターネット上で人気のコツメ
カワウソ「カワウソちぃたん☆」を、須
崎市の観光大使に委嘱しました。小
動物が観光大使に就任するのは高
知県内では初めてのことで、しんじょ
う君との交流が縁で、今回の委嘱に
至りました。
　「ちぃたん☆」は今後、須崎市や高
知県の魅力を伝えるプロモーション
ビデオに出演したり、ツイッターなど
で須崎市の情報発信を行ってくれま
す。

HELLO SHINJO KUN
HE

LL
O SHINJO KUN



①花びらは一重のものや、八重のものなどさまざまあ
る。赤、薄紫、白、桃などの色がある
②葉は互い違いに茎につき、茎を抱き込むような形
③葉や茎にほとんど毛がない
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肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
予
防
や
発
症

時
の
重
症
化
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
別
表
に
示
し
た
人
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
予
診
票
を

送
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
予
診
票
を
持
っ

て
、
各
医
療
機
関
で
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
健
康
推

進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

別
表
に
示
す
人

※

た
だ
し
、
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
を
除
き
ま
す

●
実
施
期
間

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
今
後
定
期
で

接
種
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

　
け
し
の
仲
間
は
、
通
常
４
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
美
し
い
大
き
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
そ
の
一
部

に
は
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
庭
先

な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

健康推進課
☎42・1280

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

こ
ん
な「
け
し
」を
見
つ
け
た
ら

福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡
を
！

保
健
　
　
だ
よ
り

☎
４
２・２
０
０
４

須
崎
福
祉
保
健
所　
衛
生
環
境
課

● 別 表 ●

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生

昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生

昭和 8 年4月2日～昭和 9年4月1日生

昭和 3 年4月2日～昭和 4年4月1日生

大正12年4月2日～大正13年4月1日生

大正 7 年4月1日～大正 8年4月1日生

❶
今年度

右記の年齢に
達する人

不 正 け し の 特 徴

60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器に重い病気の
ある人や、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害のあ
る人（身体障害者手帳1級相当）

●
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

　
１
回
　
　
２
０
０
０
円

●
注
意
事
項

　
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
対
象
に
な
っ
て
お

り
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
す
る
こ

と
で
接
種
料
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
必
ず

接
種
前
に
健
康
推
進
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
接
種
後
の
申
請
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。❷

あ
り
ま
す
。

　
自
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か

け
た
な
ど
、
心
当
た
り
の
あ
る
人

は
、
勝
手
に
抜
か
ず
、
須
崎
福
祉

保
健
所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
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保健衛生ガイド （4月11日～5月10日）

病院電話番号　●須崎くろしお病院　☎43･2121  ●高陵病院　☎42･2485  ●梼原病院　☎65･1151
　　　　　　　●くぼかわ病院　☎0880･22･1111  ●大西病院　☎0880･22･1191

☎42・1280健康推進課

☎０８８・８２５・１２９９

（財）高知県
 救急医療情報センター

　連携している医療機関（小児科含む）と
救急医療情報システムで結び、２４時間体
制で救急医療情報の提供をしています。

介護に関する心配や悩みごと、高齢者
に関することなら何でもご相談くださ
い。

☎４２・１２０６

須崎市地域包括支援センター

088・873・3090
●相談日：365日対応　●時間：午後８時から午前1時まで

または へおかけください

「こどもの具合が、急に悪くなったけど、
受診したほうがいいの？」 と迷ったときに。
看護師が電話で相談にお応えします。

☎０８８・８２4・6300

こころの痛み、話せる電話です。

NPO法人  
高知いのちの電話

受付時間　毎日午前9時～午後9時

月 日 曜 事業名 時間 場所

　9:30～11:30 多ノ郷公民館ゆうゆう大学

【介護予防教室】　長寿介護課　☎42・1205
対象者

65歳以上の人
※要申し込み27 金4

ゆうゆう大学は、65歳以上の人を対象にした介護予防教室です。

月 日 曜 事業名 時間 場所 対象者

13：30～15：308 火 総合保健福祉センターさくらの会
（認知症家族の会）

【認知症家族の会】　地域包括支援センター　☎42・1206

5 認知症の人を介護している
家族の人

介護の工夫などを話し合っています。お気軽にご相談ください。

月 日 曜 事業名 時間 場所 対象者
個　別　通　知
9:00～12:00

　13:00～15:00
　10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00
9:00～12:00
13:00～15:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～13:30

12

17

8

10

木

火

火

木

総合保健福祉センター

平成28年8・9月生まれ

乳幼児と保護者

平成29年12月生まれ

1歳6カ月児健診

育児相談

母乳相談

離乳食相談

育児相談

母乳相談

乳児健診

【母子保健関係】

5

4
4

5

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

高 陵 病 院

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

高 陵 病 院

須崎くろしお病院

【休日診療在宅当番医】

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

く ぼ か わ 病 院

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

高 陵 病 院

大 西 病 院

高 陵 病 院

須崎くろしお病院

く ぼ か わ 病 院

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

高 陵 病 院

梼 原 病 院

高 陵 病 院

須崎くろしお病院

く ぼ か わ 病 院

須崎くろしお病院

須崎くろしお病院

高 陵 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院

【夜間救急診療】

※お願い　休日の診療は午前9時から午
後5時までです。在宅当番医のため、往
診はできません。必ずご来院ください。

※夜間の救急診療は、電話で医療機関に
確認のうえ、受診してください。

4 月

月 日 曜 病　　院　　名

日 曜 病　　院　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

須崎くろしお病院

く ぼ か わ 病 院

須崎くろしお病院

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院

梼 原 病 院

高 陵 病 院

須崎くろしお病院

く ぼ か わ 病 院

須崎くろしお病院

5 月
日 曜 病　　院　　名

支えあう  あなたの勇気  命の献血（400mLのみ）一般献血
献血で得られる赤血球製剤の有効期間は採血後21日間です。献血にご理解・ご協力を！

10:00～12:00

13:15～16:00
総合保健福祉センター4月26日

（木）

実施日 時　間 場　所
高知県赤十字血液センター

☎０８８・８33・6666
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企画政策課　企画政策係 ☎42・5691

　2月27日、上分小学校6年生を対象に、プログラミング体験
授業が行われました。これは、上分小学校と㈱NTTドコモが、
2020年の小学校でのプログラミング教育の必修化に向け
て、体験授業として行ったものです。
　今回の授業では、㈱NTTドコモが開発しているプログラミ
ング教材ロボットを活用しました。児童たちは2人1組で協力
し合いながら、段ボールでロボットを組み立て、タブレット端
末でロボットに動作を指示するなどの、プログラミングを体
験しました。実際に自分たちの指示で動くロボットに驚きな
がらも、楽しくプログラミングに触れることができていまし
た。

四
国
初
！ プログラミング
教材ロボットを
活用した
体験授業

段ボールでロボットを組み立て タブレット端末でロボットに動作の指示を行います

協力してプログラミングの構成を考えます 初めてのプログラミングに悩みました

ロボットの動きを確認 プログラミング体験を楽しんでいました


